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1. はじめに 

著者らは、東京都市大学等々力中学校・高等学校にお

ける土曜理数系プログラム「環境」において環境教育プ

ログラムを継続的に実施しており、今年で 3 年目を迎え

た。2012年には授業の実施によって排出されるCO2を排

出枠（排出権、クレジット）の購入し、国が指定する口

座への移転・無効化手続きによってカーボン・オフセッ

トを実施した。教育機関としては初めてのカーボン・オ

フセット認証を受けた実施事例であり、学校としての取

り組みをきっかけに学校の構成員の一人である生徒にも

周知し意識を広めるなどの努力を進めている 1) 。 

本稿では、このカーボン・オフセットの実施の概要に

ついて報告する。 

 

2. オフセット実施の背景 

前報 1) でも示している通り、著者らはライフサイクル

思考（LCT: life cycle thinking）を導入した環境教育プログ

ラムを展開している。本プログラムの目標は、広く環境

問題に関する知識を身に付け、LCT によって環境配慮の

ためにできることを主体的に考え、実践することができ

るようにすることである。プロクラムの中でも、知識を

蓄えるだけではなく、自ら関連する情報を収集し、議論

やレポートの作成を通じて考えを深め、自分の考えを

PowerPoint のようなプレゼンテーションツールを駆使し

て発表することを盛り込んでいる。 

本稿で報告するカーボン・オフセットプロジェクトは、

この環境教育プログラムの一環として取り組んでいる。

環境問題を学んだ生徒たちに、実際に環境問題を解決す

るための試みの一つとして身近な生活からの環境負荷、

すなわち授業の実施によって温室効果ガスが排出されて

いることを実感してもらう。さらにこれをカーボン・オ

フセットによって相殺することで、「環境負荷削減」の方

法が多様にあり、工夫次第でいろいろな方法で削減する

ことができることを実感してもらうとともに、自分たち

でもできる環境負荷削減に向けた試みを考えてもらうき

っかけを作ることを目的としたものである。 

 

3. カーボン・オフセットの概要 

3.1. CO2排出削減努力の実施 

環境省による指針 2) によれば、カーボン・オフセット

を実施する際に、CO2排出を抑制するための対策を講じ

ることが望ましいとされている。同校においては、「廃棄

物など、ゴミの分別を徹底」、「備品、消耗品等はグリー

ン調達を推奨」、「制服リユースの検討」などが実施され

ており、カーボン・オフセットのための CO2排出量の算

定範囲内においては、「校舎内では無駄な電気を消すこと

を習慣づけ、新校舎においては人感センターで消し忘れ

の防止を徹底」、「クールビズやウォームビズを推進して

空調温度を調整」、「トイレや手洗い場での節水の徹底」

といった対策が挙げられる 3) 。 

 

3.2. CO2排出量の算定方法と算定結果 

算定範囲は、「校舎利用に伴うエネルギー利用」を対象

とした。これは、実態に即したデータの入手が容易な箇

所を優先したためである。また、算定対象とする温室効

果ガスは、CO2のみとした。 

算定方法は、電力使用量やガス使用量といった活動量

とそれぞれの活動量に対応する CO2排出量原単位の積を

取り算定した。活動量は 2011年 4月から 2012年 3月に

おける電力、都市ガス、水道の利用実績を用いた。また、

CO2排出量原単位は環境省による数値
4) を用いた。当該

期間における活動量の総計を授業日数で除すことで、1

日当たりの平均活動量を算出し、これに土曜理数系プロ

グラム「環境」の授業日数である15日から校舎を使って

いない校外学習日と授業時間数がクラスによって異なる

クラス別授業日を除いた13日で乗じることで、授業の実

施によるCO2排出量を求めた。 

以上の通り、CO2排出量を算定した結果、22.10t-CO2

となった。この算定結果に基づき、23t-CO2のクレジット

を購入し、カーボン・オフセットすることとした。 

 

3.3. 利用した排出枠（排出権、クレジット） 

今回のカーボン・オフセットでは、「京都クレジット」

（CER: Certificated Emission Reduction）と「オフセット・



クレジット（J-VER）」を導入した。インドのバイオマス

発電所を建設し野焼きされていた農業残差を燃料として

発電したことによる京都クレジット（CER・ゴールドス

タンダード）、ならびに北海道広尾町における「北海道広

尾町有林における森林吸収プロジェクト～サンタの森づ

くりプロジェクト～」と岩手県における「岩手県県有林

における森林吸収量取引プロジェクト」によるオフセッ

ト・クレジット（J-VER）を購入し、国が指定する口座へ

移転・無効化することによってカーボン・オフセットを

実施した。環境教育プログラムが海外の問題も取り扱っ

ていることから、国内と海外のクレジットを用いた。 

 

3.4. 環境教育プログラムへの活用 

先述の通り、ライフサイクル思考に基づいた環境教育

プログラムでは、環境問題を学んだ生徒たちに、環境負

荷を直接的に削減しようとしても限界があることは明ら

かではあるが、諦めるより削減しきれていない環境負荷

を相殺することにより総量を軽減していくことが可能で

あることを、カーボン・オフセットを一例として知って

もらうことを目的としている。授業の中でカーボン・オ

フセットの仕組みを説明し、本取り組みが環境負荷削減

の一助となることを実証した。 

 

4. 今後の展開 

CO2排出量の推計の点においては、推計対象とする活

動をライフサイクル思考に基づいてより幅広く設定する

ことが望ましいと考えられる。例えば、過去に系列大学

の学園祭の開催によって排出される CO2をカーボン・オ

フセットした事例においては、キャンパス内で使用され

る電力やガス、水道だけでなく、学生や教職員、来場者

のキャンパスまでの移動や開催に伴って購入された各種

の物品の製造や運搬による CO2排出も含んだ CO2排出量

の算定を行っており、電力やガス、水道の使用以外から

の排出も充分に大きいことが示されている 2) 。また、

SCOPE3 によって組織の温室効果ガス排出量の算定方針

が示されており、こうした国際的なガイドラインに基づ

いた算定も視野に入れることが望ましい。 

実施対象となっている同校としては、本取り組みが環

境への行動を起こす一歩として位置付けている。今後は、

授業を受講した生徒自身が率先して環境活動に取り組む

環境を校内に整備していくことを検討している。生徒だ

けでなく、教員も環境の講座を受けることが新鮮である

と評価されていることからも、各教科と相互に補完でき

るよう、さらに工夫を重ねていく。生徒への理解を促し、

生徒から家庭へ、家庭から地域へとつながることが期待

される。今回のカーボン・オフセットの事例を学んだこ

とを次の事例へ活かすことが教育の中でカーボン・オフ

セットを行う大きな意義であると考えている。今後、こ

の取り組みをきっかけとして低炭素社会を実現する人材

を育てることを目指す。 

また、各教育機関がこの取り組みを様々な活動に適用

して応用例が増えることで、CO2排出量の傾向を明確化

し、CO2排出のホットスポットが特定できれば、大きな

潜在的カットオフを防ぐことができるようになると考え

られる。 

 

5. 結言 

本稿では、著者らが主宰している環境教育プログラム

において、東京都市大学等々力中学校・高等学校と共に

実施した授業の実施による CO2排出を対象としたカーボ

ン・オフセットの概要を報告した。今回の取り組みは、

教育機関である同中学校・高等学校がカーボン・オフセ

ットを実施するだけでなく、生徒をはじめとする学校の

構成員に対してカーボン・オフセットの周知を行い、広

くその意義の浸透に理解に努めた。 

最後に、本稿で紹介したカーボン・オフセットの詳細

は著者らのウェブサイト 5) も参照されたい。 
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